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● NECでのキャリアスタート後、米国留学にて国際感覚を磨く。
● シティバンク、フィデリティ、東京スター銀行など、世界有数の
外資系金融機関の本部機構にて、企画部長等の要職を歴任。

● 外資系金融機関の要職で培ったマネジメント能力を、川越市の行
財政改革に活かします。

ビジネス経験を市政に！

● スポーツ振興： 市内マレットゴルフ（かすみ・今福・ひろや）、仙波小地
区スポーツ振興連絡協議会、各会の顧問・理事。

● 地域・交流： 脇田本町（いもっこ体操・ソフトボール・グランドゴルフ・
育成会）、下小坂（グランドゴルフ）、下広谷、太極拳、鹿児島県人会など。

● 現場主義で、川越の未来を形に：  地域の皆さまと共に汗を流し、対話を
重ねる中で見えてくる課題があります。現場で伺った「小さな気づき」
を議会へ直接届け、一つひとつ着実に政策として形にしていきます。

■ 地域に根ざし、皆さまと共に
【川越市】
● 川越市監査委員
【川越市議会】

● 第 90代 議長 ／ 第 78 代副議長
● 議会運営委員会 委員長
● 総務財政常任委員会 委員長
 ・ 各常任委員会 委員・副委員長を歴任
【消防・その他】
● 川越地区消防組合議会 第 27 代議長
● 川越市土地開発公社 理事
● 会派「初雁自由政令会」代表

■ 主な経歴（4期 15 年）

プロフィール

をめざしてだれもが憧れるまち川越
あこが

３月 １．高齢者の生きがいづくりについて
２．子どもの個性や長所を伸ばすために

５月 議会運営副委員長（４回目）就任
副委員長在任中は議会運営に注力（※議会運営
委員会は、２人以上の所属議員を有する各会派か
ら選出された委員で構成され、議会を円滑に運営
するために設置されており、  年４回開催される定
例会や臨時会の開催日程の調整・本会議の進行の
確認などを行う重要な役割を担っています。）

６月 議会運営委員長就任
委員長在任中は議会運営に注力

６月 川越地区消防組合議会議長（第27代）就任
９月 １．川越駅西口周辺地区の諸課題について

２．行財政運営におけるデータ活用について
12月 １．社会資本マネジメントとコンパクトシティ

について
３月 １．社会資本マネジメントにおけるインフラ施

設について

６月 １．川越都民について（パート２）
９月 １．断水への備えと対策について
12月 １．人生における行政との関わりについて
３月 １．川越駅西口周辺地区の諸課題について（パート２）

６月 １．  ＥＢＰＭ （証拠に基づく政策立案） による財
源確保について（企業誘致編）  ◆４　 ◆４

９月 １．水害から市民を守るための都市計画について
12月 １．シニアに生きがいを   ◆+２　　　　 ◆４
３月 １．災害等における水道インフラ対策について

４月 議長（第90代）就任
議長在任中は議会運営に注力（※議長は議会の
主宰者として、議場全体の秩序保持や円滑な議
事進行、議会事務の統括を担う最高責任者です。
また、市議会を代表して対外的な交渉や諸儀式
への出席など、その職責は多岐にわたります。）

６月 １．川越駅西口周辺地区の諸課題について（パート３）
川越市監査委員就任  　 ◆４
※市監査委員として、中立公正を期すため予算・
決算議会での一般質問は控えております。

12 月１．道路の冠水対策について  ◆４
２．児童を取り巻く環境整備について   ◆+２
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６月 １．西部地域振興ふれあい拠点施設について
２．川越市の情報化政策について

９月 １．財政規模と行政サービスの安定化
12月 １．市内各施設に投下される費用対効果について

２．企業誘致の今後について
３月 １．川越市の観光政策について
６月 １．西部地域振興ふれあい拠点施設の民間にぎ

わい施設について
２．川越市の情報化政策について（パート２）

９月 １．民間にぎわい施設の諸状況について
２．川越市の防犯政策について

12月 １．行政改革について
２．コミュニティサイクルについて

３月 １．農業政策について
６月 産業建設常任副委員長就任

１．行政改革と市税等収納について
９月 １．民間力を活かした政策について
12月 １．社会資本マネジメントについて

（通告しましたが１２月議会空転のため一般質問は出来ませんでした。）
３月 １．社会資本マネジメントについて

２．情報化政策について　
６月 １．高齢化対策について
９月 １．災害対策としての企業誘致について

２．川越都民について
10月 議会運営副委員長（１回目）就任

副委員長在任中は議会運営に注力

５月 総務財政常任委員長就任
６月 １．教育におけるＩＣＴ（情報通信技術）の利活用について

２．高齢者等を対象とした公民館の活用について
３．川越駅東口について

９月 １．児童遊園と都市公園について
２．川越市駅周辺のまちづくりについて
３．準用河川久保川について

12月 １．ウェスタ川越の各施設について
３月 １．夜間の観光振興対策について
４月 議会運営副委員長（２回目）就任

副委員長在任中は議会運営に注力
10月 １．高層ビルに対する消防行政の体制について

（消防議会）
４月 副議長（第78代）就任

副議長在任中は議会運営に注力（※議長は議会
を代表する地位にあり議場の秩序の保持や議事
の整理や議会の事務処理を行います。副議長は
議長が出張や病気等で不在のときに議長の代わ
りを行います。）

４月 議会運営副委員長（３回目）就任
副委員長在任中は議会運営に注力

９月 １．グラウンドゴルフ、マレットゴルフ推奨の
ための環境整備について

２．持続可能な行財政運営について２
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これまでの全一般質問年度

検索中原ひでふみnakahara-kawagoe.com

詳細は中面にて詳しくご報告します。

西口の  ムクドリ対策  も着実な進展  ◆ ４

子供たちの命を守る対策に、妥協は許されません。
　初当選以来、一貫して最優先事項として取り組んできた通学
路の安全確保。6 月議会でも育成会の皆さまからの声を基に、さ
らなる対策の強化を強く求めました。
　これまでも皆様からの要望を基に行政へ働きかけ、通学路へ
のグリーンベルト設置や通学路表示などを着実に進めてきまし
た。15 年の歳月で培った現場感覚を活かし、保護者の皆様が心
から安心して子供を送り出せる「歩行者優先の街づくり」を、
これからも一歩ずつ着実に進めてまいります。

《変わるまで、やり抜く》

ラバーポール設置で  通学路の安心  を一歩前進  ◆ ４

「車が水没すれば、買い替えなどで数百万円の予期せぬ出費を強いられます」。市民の大切な資産を、情報
不足によって失わせてはなりません。これまでのビジネス経験や議員活動で培った多角的な知見を活かし、
行政の「DX（デジタルトランスフォーメーション）」を強力に推進。SNS などのデジタルツールを連動させた
リアルタイムの情報発信体制の構築を提言。ハード（排水設備）とソフト（デジタル情報）の両輪で、市民
の財産をスマートに守り抜く。最新の知見で川越の安全を更新し続けます。 （写真：冠水現場・下広谷地区付近）

道路冠水   道路冠水　最新DXで市民の財産を守り抜く！  ◆ ４

「仕事が終わって急いでも６時半に間に合わない…保育園の時は７時まで預かってもらえたのに……」そん
な親御さんたちの切実な声を受け、保育園と同じ 19 時への学童保育の開所時間延長を強く後押ししました。
あわせて、育ち盛りの子供たちのために、学校給食の質向上と、十分な量の確保も同時に推進。「川越の未来
を担う子供たちへの投資は、最優先の政策です」。15 年の経験と生活者の視点で、子育ての「壁」を一つずつ
壊していきます。

働く親の「18時半の壁」撤廃と、給食の「質と量」の確保へ  ◆ +２

38vol.
March
2026

財源なくして
政策なし

2026 年 3月発行

財源の裏付けを持った具体的な政策で、皆様との約束を果たします。

中原ひでふみ VISION
が描く未来像☜ スマホでチェック！

自転車「青切符」
始まります

Kawagoe - BRIDGE
川越の未来への架け橋



子どもたちに  若者に夢を

シニアに  生きがいを

財源なくし て政策なし

川越を世界へ
川越を生かす

川越  を育てる
川越を  守る
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市が保有する
専用機器
市が保有する
専用機器西口を飛来するムクドリ西口を飛来するムクドリ

「解決が難しい」で終わらせない。
現場の知恵と連携で挑む。

長年の苦悩：川越駅西口のふん害・騒音

川越駅西口周辺の住民・商店街を長年悩ませ
てきたムクドリ問題。
　鳥獣保護法により根本的な排除が難しい中、
私は「街の美観と衛生環境を守ることは、住民
の生活の質に直結する」と、毎年の機動的な対
応を議会で求めてまいりました。

実現した仕組み：自治会への機材貸出し

市職員による追い払い活動を評価しつつも、
私はより「タイムリーな対応」が必要だと考え、
市が保有する専用機材を自治会等へ貸し出す制
度を提案。
　私の提案を受け、市が調査研究を重ねた結果、
令和 5年 4月からこの運用が開始されました。
　行政任せにするのではなく、地域と市が「共

助」で街を守る、実効性のある一歩を踏み出し
ました。

中原の視点：美しい街こそが、にぎわいを創る

ムクドリ対策だけでなく、路上駐車対策や街
のバリアフリー化など、西口の美観と安全は一
体です。10 周年を迎えたウェスタ川越、5 周年
のユープレイスを核として、誰もが「歩きたく
なる、誇れる西口」であるために。15 年間の経
験を糧に、これからも粘り強く、現場の課題解
決に邁進してまいります。

2025 年（令和 7年）6月議会・一般質問

西口の ムクドリ対策 も着実な進展

車と通学路を遮断車と通学路を遮断
最も危険なカーブに
ラバーポールの設置
最も危険なカーブに
ラバーポールの設置

新宿町一二・脇田本町の「難題」に挑み続ける

新宿町二丁目の踏切や脇田本町交差点の安全
対策は、一朝一夕には進まない難題でした。
　しかし、私は「市民の命に関わる問題に妥協
はない」と考え、この 15 年間、議会で繰り返
し具体的な改善を求め続けてきました。

一歩ずつの改善：踏切へのラバーポール設置

特に横断距離が長く危険だった新宿町二丁目
の踏切周辺では、育成会の皆様の声に寄り添い、
対策を求めてきました。当初、ガードレールの
設置は構造上困難との判断でしたが、私の提言
を受けて市職員の皆さんが再検討を重ね、代替
案としての「ラバーポールの設置」が実現。
　歩車道を明確に区切ることで、子どもたちを
車両の巻き込みから守る環境を整えました。
　しかし、まだまだ完全に安全性が確保された
わけではありません。子どもたちが本当に安全

に歩けるようになるまで、引き続
き全力で対応してまいります。

次なる一歩：脇田本町交差点を「本当の安全」へ

自転車が降りずに渡る脇田本町交差点につい
ても、さらなる対策を追求。市からは「注意喚
起キャンペーンの検討や警察との連携強化に取
り組む」との答弁を得ました。
　令和 8 年夏オープン予定の「新宿町一丁目広
場」へのバリアフリーな道づくりを含め、誰も
が安心して歩ける街を目指し、引き続き現場の
声を届けてまいります。

2025 年（令和 7年）6月議会・一般質問

《変わるまで、やり抜く》

ラバーポール設置で 通学路の安心 を一歩前進

夜には全く見えない
路面表示の注意表記
夜には全く見えない
路面表示の注意表記

夜には見づらい
注意表記
夜には見づらい
注意表記

冠水被害で車両を廃車せざるを得なかった現場冠水被害で車両を廃車せざるを得なかった現場

課題：予測不能な集中豪雨と「情報の空白時間」

近年、集中豪雨による被害が急増しています。
特に夜間、冠水箇所へ進入し「数百万円の車両
が廃車」に追い込まれた市民の切実な声を受け、
私は対策を迫りました。看板設置などの現場対
応にはどうしても時間を要し、その「空白の時
間」に事故が起きるリスクを指摘しました。

提言：最新テクノロジーで「情報の空白」を埋
める

現場対応や手動の発信には限界があります。
私は、センサー等が冠水を検知した瞬間に、自
動的に情報を配信する「迅速な情報発信システ

ム」の構築を提言。行政の対応を待つこ
となく、通行中のドライバーへ即
座に危険を知らせる、一分一秒を
争う「事故未然防止の仕組み」
を求めました。

成果：市長より「システム導入を検討」と回答

森田市長からは、看板などのハード対策に加
え、「システム導入を含めた情報発信体制の検
討を進める」との前向きな答弁を頂きました。
「15 年の経験」に基づき、最新テクノロジー活
用による市民の生命と財産の確保に努めます。

2025 年（令和 7年）12月議会・一般質問

道路冠水　最新DXで市民の財産を守り抜く！

背景と追求：現場の声から見えた「小 1の壁」

共働きやひとり親世帯が増える中、
小学校入学と同時に預かり時間が短縮される
「18 時 30 分の壁」は、キャリア断念にも直結
する死活問題です。
　私は保護者の皆様の切実な声を市長・教育委
員会へ直接届け、「労働力不足の今、親が仕事
を諦める社会で良いのか」と強く迫りました。

給食の矛盾に切り込む：残菜を減らし、満足度
を向上

あわせて、給食費無償化を進める陰で「量が
足りない」という声がある一方、大量の「残菜」
が発生している矛盾を指摘。
　単なる予算増だけでなく、配膳方法の工夫や
献立への現場の声の反映により、どの子も十分
な量と質を確保できる体制への見直しを求めま
した。

大きな前進：19 時延長の検討と給食の改善を
約束

私の質問に対し、市側は「19 時までの利用時
間延長に向けた具体的な検討を進める」と回答。
　さらに給食についても「残菜の状況を献立に
反映し、学校と連携して満足度の向上に取り組
む」との前向きな方針を引き出しました。

次なる約束：チルドレンファーストの実現

夏休み等の長期休業中の預け先確保や、猛暑
日の居場所づくりも急務です。
　「親が安心して働き、子どもが笑顔で育つ川
越」を、財源の裏付けを持って、各政策の実現
へと邁進いたします。

2025 年（令和 7年）12月議会・一般質問

共働きの切実な声 ＝ 学童保育「18時半の壁」を撤廃

＋2：子どもたちに夢を  ◆

4：川越を育てる（安心・安全）  ◆

◆  4：川越を守る（防災 DX）

◆  4：川越を生かす（地域経済・観光）
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市が保有する
専用機器
市が保有する
専用機器西口を飛来するムクドリ西口を飛来するムクドリ

「解決が難しい」で終わらせない。
現場の知恵と連携で挑む。

長年の苦悩：川越駅西口のふん害・騒音

川越駅西口周辺の住民・商店街を長年悩ませ
てきたムクドリ問題。
　鳥獣保護法により根本的な排除が難しい中、
私は「街の美観と衛生環境を守ることは、住民
の生活の質に直結する」と、毎年の機動的な対
応を議会で求めてまいりました。

実現した仕組み：自治会への機材貸出し

市職員による追い払い活動を評価しつつも、
私はより「タイムリーな対応」が必要だと考え、
市が保有する専用機材を自治会等へ貸し出す制
度を提案。
　私の提案を受け、市が調査研究を重ねた結果、
令和 5年 4月からこの運用が開始されました。
　行政任せにするのではなく、地域と市が「共

助」で街を守る、実効性のある一歩を踏み出し
ました。

中原の視点：美しい街こそが、にぎわいを創る

ムクドリ対策だけでなく、路上駐車対策や街
のバリアフリー化など、西口の美観と安全は一
体です。10 周年を迎えたウェスタ川越、5 周年
のユープレイスを核として、誰もが「歩きたく
なる、誇れる西口」であるために。15 年間の経
験を糧に、これからも粘り強く、現場の課題解
決に邁進してまいります。

2025 年（令和 7年）6月議会・一般質問

西口の ムクドリ対策 も着実な進展

車と通学路を遮断車と通学路を遮断
最も危険なカーブに
ラバーポールの設置
最も危険なカーブに
ラバーポールの設置

新宿町一二・脇田本町の「難題」に挑み続ける

新宿町二丁目の踏切や脇田本町交差点の安全
対策は、一朝一夕には進まない難題でした。
　しかし、私は「市民の命に関わる問題に妥協
はない」と考え、この 15 年間、議会で繰り返
し具体的な改善を求め続けてきました。

一歩ずつの改善：踏切へのラバーポール設置

特に横断距離が長く危険だった新宿町二丁目
の踏切周辺では、育成会の皆様の声に寄り添い、
対策を求めてきました。当初、ガードレールの
設置は構造上困難との判断でしたが、私の提言
を受けて市職員の皆さんが再検討を重ね、代替
案としての「ラバーポールの設置」が実現。
　歩車道を明確に区切ることで、子どもたちを
車両の巻き込みから守る環境を整えました。
　しかし、まだまだ完全に安全性が確保された
わけではありません。子どもたちが本当に安全

に歩けるようになるまで、引き続
き全力で対応してまいります。

次なる一歩：脇田本町交差点を「本当の安全」へ

自転車が降りずに渡る脇田本町交差点につい
ても、さらなる対策を追求。市からは「注意喚
起キャンペーンの検討や警察との連携強化に取
り組む」との答弁を得ました。
　令和 8 年夏オープン予定の「新宿町一丁目広
場」へのバリアフリーな道づくりを含め、誰も
が安心して歩ける街を目指し、引き続き現場の
声を届けてまいります。

2025 年（令和 7年）6月議会・一般質問

《変わるまで、やり抜く》

ラバーポール設置で 通学路の安心 を一歩前進

夜には全く見えない
路面表示の注意表記
夜には全く見えない
路面表示の注意表記

夜には見づらい
注意表記
夜には見づらい
注意表記

冠水被害で車両を廃車せざるを得なかった現場冠水被害で車両を廃車せざるを得なかった現場

課題：予測不能な集中豪雨と「情報の空白時間」

近年、集中豪雨による被害が急増しています。
特に夜間、冠水箇所へ進入し「数百万円の車両
が廃車」に追い込まれた市民の切実な声を受け、
私は対策を迫りました。看板設置などの現場対
応にはどうしても時間を要し、その「空白の時
間」に事故が起きるリスクを指摘しました。

提言：最新テクノロジーで「情報の空白」を埋
める

現場対応や手動の発信には限界があります。
私は、センサー等が冠水を検知した瞬間に、自
動的に情報を配信する「迅速な情報発信システ

ム」の構築を提言。行政の対応を待つこ
となく、通行中のドライバーへ即
座に危険を知らせる、一分一秒を
争う「事故未然防止の仕組み」
を求めました。

成果：市長より「システム導入を検討」と回答

森田市長からは、看板などのハード対策に加
え、「システム導入を含めた情報発信体制の検
討を進める」との前向きな答弁を頂きました。
「15 年の経験」に基づき、最新テクノロジー活
用による市民の生命と財産の確保に努めます。

2025 年（令和 7年）12月議会・一般質問

道路冠水　最新DXで市民の財産を守り抜く！

背景と追求：現場の声から見えた「小 1の壁」

共働きやひとり親世帯が増える中、
小学校入学と同時に預かり時間が短縮される
「18 時 30 分の壁」は、キャリア断念にも直結
する死活問題です。
　私は保護者の皆様の切実な声を市長・教育委
員会へ直接届け、「労働力不足の今、親が仕事
を諦める社会で良いのか」と強く迫りました。

給食の矛盾に切り込む：残菜を減らし、満足度
を向上

あわせて、給食費無償化を進める陰で「量が
足りない」という声がある一方、大量の「残菜」
が発生している矛盾を指摘。
　単なる予算増だけでなく、配膳方法の工夫や
献立への現場の声の反映により、どの子も十分
な量と質を確保できる体制への見直しを求めま
した。

大きな前進：19 時延長の検討と給食の改善を
約束

私の質問に対し、市側は「19 時までの利用時
間延長に向けた具体的な検討を進める」と回答。
　さらに給食についても「残菜の状況を献立に
反映し、学校と連携して満足度の向上に取り組
む」との前向きな方針を引き出しました。

次なる約束：チルドレンファーストの実現

夏休み等の長期休業中の預け先確保や、猛暑
日の居場所づくりも急務です。
　「親が安心して働き、子どもが笑顔で育つ川
越」を、財源の裏付けを持って、各政策の実現
へと邁進いたします。

2025 年（令和 7年）12月議会・一般質問

共働きの切実な声 ＝ 学童保育「18時半の壁」を撤廃

＋2：子どもたちに夢を  ◆

4：川越を育てる（安心・安全）  ◆

◆  4：川越を守る（防災 DX）

◆  4：川越を生かす（地域経済・観光）
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● NECでのキャリアスタート後、米国留学にて国際感覚を磨く。
● シティバンク、フィデリティ、東京スター銀行など、世界有数の
外資系金融機関の本部機構にて、企画部長等の要職を歴任。

● 外資系金融機関の要職で培ったマネジメント能力を、川越市の行
財政改革に活かします。

ビジネス経験を市政に！

● スポーツ振興： 市内マレットゴルフ（かすみ・今福・ひろや）、仙波小地
区スポーツ振興連絡協議会、各会の顧問・理事。

● 地域・交流： 脇田本町（いもっこ体操・ソフトボール・グランドゴルフ・
育成会）、下小坂（グランドゴルフ）、下広谷、太極拳、鹿児島県人会など。

● 現場主義で、川越の未来を形に：  地域の皆さまと共に汗を流し、対話を
重ねる中で見えてくる課題があります。現場で伺った「小さな気づき」
を議会へ直接届け、一つひとつ着実に政策として形にしていきます。

■ 地域に根ざし、皆さまと共に
【川越市】
● 川越市監査委員
【川越市議会】

● 第 90代 議長 ／ 第 78 代副議長
● 議会運営委員会 委員長
● 総務財政常任委員会 委員長
 ・ 各常任委員会 委員・副委員長を歴任
【消防・その他】
● 川越地区消防組合議会 第 27 代議長
● 川越市土地開発公社 理事
● 会派「初雁自由政令会」代表

■ 主な経歴（4期 15 年）

プロフィール

をめざしてだれもが憧れるまち川越
あこが

３月 １．高齢者の生きがいづくりについて
２．子どもの個性や長所を伸ばすために

５月 議会運営副委員長（４回目）就任
副委員長在任中は議会運営に注力（※議会運営
委員会は、２人以上の所属議員を有する各会派か
ら選出された委員で構成され、議会を円滑に運営
するために設置されており、  年４回開催される定
例会や臨時会の開催日程の調整・本会議の進行の
確認などを行う重要な役割を担っています。）

６月 議会運営委員長就任
委員長在任中は議会運営に注力

６月 川越地区消防組合議会議長（第27代）就任
９月 １．川越駅西口周辺地区の諸課題について

２．行財政運営におけるデータ活用について
12月 １．社会資本マネジメントとコンパクトシティ

について
３月 １．社会資本マネジメントにおけるインフラ施

設について

６月 １．川越都民について（パート２）
９月 １．断水への備えと対策について
12月 １．人生における行政との関わりについて
３月 １．川越駅西口周辺地区の諸課題について（パート２）

６月 １．  ＥＢＰＭ （証拠に基づく政策立案） による財
源確保について（企業誘致編）  ◆４　 ◆４

９月 １．水害から市民を守るための都市計画について
12月 １．シニアに生きがいを   ◆+２　　　　 ◆４
３月 １．災害等における水道インフラ対策について

４月 議長（第90代）就任
議長在任中は議会運営に注力（※議長は議会の
主宰者として、議場全体の秩序保持や円滑な議
事進行、議会事務の統括を担う最高責任者です。
また、市議会を代表して対外的な交渉や諸儀式
への出席など、その職責は多岐にわたります。）

６月 １．川越駅西口周辺地区の諸課題について（パート３）
川越市監査委員就任  　 ◆４
※市監査委員として、中立公正を期すため予算・
決算議会での一般質問は控えております。

12 月１．道路の冠水対策について  ◆４
２．児童を取り巻く環境整備について   ◆+２
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６月 １．西部地域振興ふれあい拠点施設について
２．川越市の情報化政策について

９月 １．財政規模と行政サービスの安定化
12月 １．市内各施設に投下される費用対効果について

２．企業誘致の今後について
３月 １．川越市の観光政策について
６月 １．西部地域振興ふれあい拠点施設の民間にぎ

わい施設について
２．川越市の情報化政策について（パート２）

９月 １．民間にぎわい施設の諸状況について
２．川越市の防犯政策について

12月 １．行政改革について
２．コミュニティサイクルについて

３月 １．農業政策について
６月 産業建設常任副委員長就任

１．行政改革と市税等収納について
９月 １．民間力を活かした政策について
12月 １．社会資本マネジメントについて

（通告しましたが１２月議会空転のため一般質問は出来ませんでした。）
３月 １．社会資本マネジメントについて

２．情報化政策について　
６月 １．高齢化対策について
９月 １．災害対策としての企業誘致について

２．川越都民について
10月 議会運営副委員長（１回目）就任

副委員長在任中は議会運営に注力

５月 総務財政常任委員長就任
６月 １．教育におけるＩＣＴ（情報通信技術）の利活用について

２．高齢者等を対象とした公民館の活用について
３．川越駅東口について

９月 １．児童遊園と都市公園について
２．川越市駅周辺のまちづくりについて
３．準用河川久保川について

12月 １．ウェスタ川越の各施設について
３月 １．夜間の観光振興対策について
４月 議会運営副委員長（２回目）就任

副委員長在任中は議会運営に注力
10月 １．高層ビルに対する消防行政の体制について

（消防議会）
４月 副議長（第78代）就任

副議長在任中は議会運営に注力（※議長は議会
を代表する地位にあり議場の秩序の保持や議事
の整理や議会の事務処理を行います。副議長は
議長が出張や病気等で不在のときに議長の代わ
りを行います。）

４月 議会運営副委員長（３回目）就任
副委員長在任中は議会運営に注力

９月 １．グラウンドゴルフ、マレットゴルフ推奨の
ための環境整備について

２．持続可能な行財政運営について２
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これまでの全一般質問年度

検索中原ひでふみnakahara-kawagoe.com

詳細は中面にて詳しくご報告します。

西口の  ムクドリ対策  も着実な進展  ◆ ４

子供たちの命を守る対策に、妥協は許されません。
　初当選以来、一貫して最優先事項として取り組んできた通学
路の安全確保。6 月議会でも育成会の皆さまからの声を基に、さ
らなる対策の強化を強く求めました。
　これまでも皆様からの要望を基に行政へ働きかけ、通学路へ
のグリーンベルト設置や通学路表示などを着実に進めてきまし
た。15 年の歳月で培った現場感覚を活かし、保護者の皆様が心
から安心して子供を送り出せる「歩行者優先の街づくり」を、
これからも一歩ずつ着実に進めてまいります。

《変わるまで、やり抜く》

ラバーポール設置で  通学路の安心  を一歩前進  ◆ ４

「車が水没すれば、買い替えなどで数百万円の予期せぬ出費を強いられます」。市民の大切な資産を、情報
不足によって失わせてはなりません。これまでのビジネス経験や議員活動で培った多角的な知見を活かし、
行政の「DX（デジタルトランスフォーメーション）」を強力に推進。SNS などのデジタルツールを連動させた
リアルタイムの情報発信体制の構築を提言。ハード（排水設備）とソフト（デジタル情報）の両輪で、市民
の財産をスマートに守り抜く。最新の知見で川越の安全を更新し続けます。 （写真：冠水現場・下広谷地区付近）

道路冠水   道路冠水　最新DXで市民の財産を守り抜く！  ◆ ４

「仕事が終わって急いでも６時半に間に合わない…保育園の時は７時まで預かってもらえたのに……」そん
な親御さんたちの切実な声を受け、保育園と同じ 19 時への学童保育の開所時間延長を強く後押ししました。
あわせて、育ち盛りの子供たちのために、学校給食の質向上と、十分な量の確保も同時に推進。「川越の未来
を担う子供たちへの投資は、最優先の政策です」。15 年の経験と生活者の視点で、子育ての「壁」を一つずつ
壊していきます。

働く親の「18時半の壁」撤廃と、給食の「質と量」の確保へ  ◆ +２
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財源なくして
政策なし

2026 年 3月発行

財源の裏付けを持った具体的な政策で、皆様との約束を果たします。

中原ひでふみ VISION
が描く未来像☜ スマホでチェック！

自転車「青切符」
始まります

Kawagoe - BRIDGE
川越の未来への架け橋


